
第51回海洋開発シンポジウム（2026）
2026年７⽉１⽇ 熊本城ホール

⿂類から⾒た有明海・⼋代海、トップダウンから⾒る⽣態系構造

⻑崎⼤学 総合⽣産科学域（⽔産学系） ⼭⼝ 敦⼦
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有明海および⼋代海は⼲潟の海

有明海

⼋
代
海

橘湾

⻑崎県

佐賀県
福岡県

熊本県

⿅児島県

熊本県

朝鮮半島

中国

台湾

東シナ海

Google 

有明海

有明海
⾯積︓1700 km2

平均⽔深︓20 m
（最深部165m)
河川⽔︓112
⼲満差︓6 ｍ

⼋代海
⾯積︓1200 km2

平均⽔深︓23 m
（最深部 89m)
河川⽔︓47
⼲満差︓4 ｍ

⼋代海
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⼋代海の海⾯漁業⽣産量 その他生物
貝類
魚類
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有明海の海⾯漁業⽣産量 その他生物
貝類
魚類

農林⽔産統計年報、海⾯漁業・養殖業⽣産統計をもとにグラフを作成した

有明海および⼋代海の漁業⽣産の特徴

⾙類

⿂類

⿂類

⾙類
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有明海等の閉鎖性⽔域では⼆枚⾙⽣産量の低迷に代表される
⽣物⽣産機能の低下が著しい。

⽇本の41％の⼲潟が集中する有明海では深刻
2000年頃からの温暖化傾向︖ ナルトビエイ増加︖ ⼆枚⾙

⽣産量の減少︖
再⽣施策として⽔環境改善と捕⾷者（エイ）駆除を約25年継

続 ⼆枚⾙⽣産量は回復せず。エイ vs ⼆枚⾙の単純な関係
性だけでなく、複雑なネットワーク存在の可能性

再⽣施策として、⼲潟の⽔質改善＋⼆枚⾙の増養殖に変わる
⽣態系の視点に基づく新たな⽔環境管理⼿法の開発が必要。

有明海では⼆枚⾙⽣産量の低迷に代表される⽣物⽣産機能の著しい低下

有明海における⼆枚⾙の漁獲量の推移(t)

有明海

瀬⼾内海⻄部⼋代海
東京湾

三河湾

伊勢湾

沖縄

網⾛

その他

⽇本の全⼲潟⾯積
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ムツゴロウ等の有明海特産⿂類やスズキ等の⼀部の⽔産資源を除き、
科学的知⾒は乏しかった

⼤陸と陸続きだったころの名残りで、⽇本で有明海だけに⽣
息する特産種の存在が知られる。

有明海を象徴する⿂類

有明海では⿂類漁獲量の減少とエイ類増加の可能性が指摘（2006年の環境省・有明海⼋代海総合調査評価委員会報告）

⿂類資源は減少したのか︖どのような⽣態を持つ何の種が減少したのか︖エイは増えたのか︖有明海には何種
類の⿂類が⽣息するのか︖

いずれに対しても科学的知⾒はなかった
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有明海︓県別の⿂類漁獲量 福岡県
佐賀県
⻑崎県
熊本県

⿂類の漁獲量減少について

農林⽔産統計年報、海⾯漁業・養殖業⽣産統計をもとにグラフを作成した
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⼲潟の機能
⽔質浄化機能など
⿂類から⾒たときの⼲潟の機能

餌場、捕⾷者からのシェルター
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有明海奥部干潟河口域は日本でも有数の魚類の成育場！
稚魚ネットによる採集調査を行うと、目視では見つけられない魚類の卵や仔魚が豊富に存在することがわかる

d) ネズッポ科sp. Callionymidae sp.

b) ニベ科sp. Sciaenidae sp.

i) コノシロ Konosirus punctatus

h) サッパ Sardinella zunasi

j) ヒラ Ilisha elongata

n) タチウオ Trichiurus lepturus

m) ヒゲダイ属sp. Hapalogenys sp.

f) イソギンポ科sp

©Atsuko Yamaguchi

成育場︓Nursery Groundとは

⼀般に、幼⿂の成⻑と⽣残を⾼める⽣息地として定義（Gibson, 1994）
成⿂の個体群への平均的な寄与度がより⼤きな⽣息地のこと（ Beck et al., 2001)
マングローブ域、藻場・⼲潟域など

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



ニベ科仔⿂ シログチ︖コイチ︖

ニベ科（コイチおよびシログチ）仔⿂の
分類学的な問題解決へ（Kume et al., 2015)

2000年以降、有明海で最も減少したと答えた漁業者が多かったニベ科⿂類

©Atsuko Yamaguchi
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①有明海の環境に応じた独
特の再⽣産戦略を持つ種

③外海から産卵のために回遊、有明海を産卵・
成育場として利⽤する種

種ごとに明らかにしてきた有明海の⿂類の⽣態
有明海の⿂類の⽣活史と海域利⽤のパターン

②全⽣活史を有明海奥部
に依存する種

Yamaguchi et al.(2006)、⼭⼝ら(2008), 
Kume et al.(2015)など

⼭⼝・久⽶(2004), 
Kume et al.(2015)など

Yamaguchi and Kume (2009),
Ogino and Yamaguchi (2022)など
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有明海は他の内湾域で例をみないほどエイ類が豊富である

⇒貝類保護のため漁業者らからは駆除の要望も出ているが、長崎大学・山口らのグループは、アカエイは雑食性であり、魚
類や頭足類を主な餌とし、貝類の優占度は極めて低いことを明らかにしている（古満2009ほか）。

有明海のアカエイ類は6種。エイ類の動態についての現状把握と資源となる貝類への捕食圧の程度について、専門的な知識に
基づき調査研究を行ったうえで正しい評価を行う必要がある。

アカエイも資源として重要な魚類であり、冬季のトッププレデターとして生態系の重要な調節機能を担っているため、十分
な根拠がないまま捕食者の除去による対策を推進すべきではない。

©Atsuko Yamaguchi
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アリアケアカエイのホロタイプ

⻑崎⼤学に作った標本資料室で登録

標本番号は、FFNU-P-02129

アリアケアカエイに学名を付与
Hemitrygon ariakensis Furumitsu and Yamaguchi 2025

標準和名︓アリアケアカエイ、英名︓Ariake stingray

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



韓国

中国

台湾

東シナ海

有明海

Google 

ナルトビエイは熱帯性の種なのか︖温暖化で急増したのか︖本当に南⽅から来ているのか︖

当初（2000年頃）は、ナルトビエイはインド原
産の熱帯性種と考えられており、温暖化のため夏
季に⽇本に来遊するようになったと推測されてい
た 実際には間違いであった

インド洋

太平洋

ナルトビエイと⼆枚⾙⾷害に関する問題の経緯

●2000年頃から有明海の漁
業者がエイの増加を指摘
●温暖化のため、⽇本（有明
海）に急増し、⼲潟の⾙を⾷
害したのでは︖と疑われた。
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新たな学名 Aetobatus narutobiei White, Furumitsu & Yamaguchi, 2013
熱帯性のAetobatus flagellumではなく、温帯〜亜熱帯域に⽣息する東アジアの固有種、現在は絶滅危惧種

ホロタイプに指定
有明海で採集した雄

ナルトビエイは未記載種かつ東アジア特産の希少種であることを解明

2001年〜2026年現在まで
ナルトビエイの⾷性を継続して調査・研究中

ナルトビエイ
⾙類を専⾨に⾷べるスペシャリスト⾷性

(Yamaguchi et al., 2005)
漁業資源となる⼆枚⾙への捕⾷圧の程度は不明
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エイは減少し、全く獲れない⽇もある

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



2001 

2026

ナルトビエイ駆除事業のモニタリングと資源解析・⽣態研究を25年間継続中

サイズ組成 (2001〜)

事業開始（2001年）からモニタリング調査を⽴ち上げ

集団の年齢構造の解析

・駆除事業により成⻑加速（成⻑加速）
→個体数密度の低下を⽰唆

・個体群成⻑率（1年間で数が何倍になるか）
漁獲圧無し︓1.12
駆除事業下︓1.04
→急には増えない（成熟に6年かかり産仔数は1〜7）

絶滅の恐れの評価では、危急種（VU)＝絶滅危惧種（IUCN、2019）

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



ナルトビエイでは発⽣初期に9.5か⽉もの休眠期があった
世界でも初めてサメ・エイ類の胚休眠の実態が明らかに

胚休眠という特殊な繁殖戦略により環境変化に柔軟に適応して、何とかギリギリの
環境（⽔温・塩分・餌⽣物・越冬場の距離）で⽣きていることがわかった

（Yamaguchi et al., 2021）

休眠中の卵
9.5ヶ⽉間の休眠

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



有明海には北⻄太平洋で唯⼀のアカシュモクザメの成育場があることが判明

成育場の基準（Heupel et al. 2007、2018）
・新⽣児が数か⽉間以上滞在する
・毎年、繰り返し利⽤される
・周辺地域よりも、新⽣児の個体密度が有意に⾼い

台湾では重要な⽔産資源

新⽣児は、⼤⼈（捕⾷者）の嫌がる低塩分域に多く出現する
広⼤な低塩分域があるため、有明海が成育場として機能している

北⻄太平洋唯⼀の有明海成育場 台湾のシュモクザメ漁業、伊⾖や与
那国の観光ダイビング資源を⽀えている可能性
台湾や中国の研究者らと北⻄太平洋海区での移動・回遊・⽣態・遺伝的な⾒地から共同研究を実施中

伊⾖では重要な観光資源

（Yamaguchi et al., 2026に基づく)19年間の現場での観測データ成育場の基準をすべて満たすことを検証

北⻄太平洋海区で唯⼀の成育場であることが判明

有明海では少なくとも
48,000 – 161,115 個体のアカ
シュモクザメが⽣まれてい
る可能性を試算
（ハワイ成育場の10倍以上)

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



⾼次捕⾷者の分布や⿂類資源の動態、⽣態系機能に及ぼす塩分の重要性
⽇本で最も経済的価値の⾼い⿂の⼀つ︓

マナガツオ
有明海や瀬⼾内海はマナガツオにとって重要な繁殖地。有明海を代表する
⿂類の⼀つ これまでは⽣態研究例はほとんどなく⽣活史は不明であった

©Atsuko Yamaguchi
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マナガツオPampus punctatissimus スズキ目イボダイ亜目 最も単価の高い高級魚

①世界のマナガツオ科⿂類で初めて正確な年齢推定に成功
漁獲された300個体以上の⽣年を解析

⾼次⽣態系構造と機能…マナガツオに関する新たな研究成果（Ogino and Yamaguchi 2025）

③⾼塩分の年に再⽣産失敗（⽔温、DO、降⽔量の影響は⼩）
⾼塩分の継続は個体群崩壊の可能性（かつて有明海に⽣息

した近縁種・コウライマナガツオは1990年代以降未確認）

②塩分と加⼊量との間に相関あり
塩分が低い年ほど⽣残が良い

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



実証的な⽣態系モデル構築とトップダウン効果の検証
環境研究総合推進費（1-2203）「トップダウンによる⽣態系機能を活⽤した新たな⼲潟管理⼿法の提
案︓⽔産資源回復と⽣物多様性保全の両⽴を⽬指して」による研究成果

これまで知⾒が⽋けていた⾼次捕⾷者（サメ・エイ類を含めた⿂類）に着⽬し、⼲潟⽣態系の全栄養段階を
含めた包括的な⾷物網ネットワーク構造を明らかにする。⽔環境（物理環境場︓主に⽔温と塩分）の再現モデ
ルを作成し、⽔温や塩分等の変化に伴う⽣態系構造の変化、温暖化等の影響を検証・予測する。⽣態系モデル
を構築し、頂点捕⾷者やkeystone種の漁獲や環境変化に伴う変化とあわせて頂点捕⾷者の保全に基づくトッ
プダウン効果を検証する。

閉鎖性海域の再⽣⽬標である⽣物⽣産性と⽣物多様性の確保を図るため、複数のkeystone種に加え、頂点捕⾷
者の管理・保全に基づく、トップダウン・コントロールによる⽣態系機能を活⽤した新しい管理施策を提案した。

課題番号︓1-2203

研究実施期間︓2022年度〜2024年度 研究代表者名︓⼭⼝敦⼦（⻑崎⼤学）
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課題番号【1－2604】

研究課題名 持続可能な⾥海づくりに資する統合学際研究
―リジェネラティブな⽣態系・観光・社会の好循環モデル構築へ―

研究代表者所属機関名︓⻑崎⼤学
研究代表者⽒名︓⼭⼝ 敦⼦

重点課題︓主 ② 環境・経済・社会の統合的向上
副 ⑯ ⽔・⼟壌等の環境管理・改善のための対策技術の⾼度化及び評価・解明

⾏政要請研究テーマ︓（1-4）令和の⾥海づくりの推進に向けた⾃然科学と社会科学の統合的
かつ学際的アプローチに基づく評価と実践に関する研究

（1-2）地域循環共⽣圏づくりを⽀える良好な環境の創出に係る多⾯的
価値の⾒える化に関する研究

研究実施期間︓2022年度〜2024年度

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。



まとめ
 ⼲潟の海には多様で豊富な⾼次捕⾷者（サメ・エイ類を含めた⿂類）が存在

⽣態系構造と機能の解明が必要
 ⼲潟は有明海内外（外海からも）の多くの⿂類の成育場として機能
 ⼲潟再⽣にはボトムアップだけでなくトップダウンからの視点も必要

トップダウン効果を初めて確認
 温暖化で⾼⽔温が注⽬されがちだが、塩分の重要性も⽰唆

汽⽔域らしい環境の保全、集中豪⾬の影響は短期的
 新たな環境操作には、常に予想外の⽣態系応答のリスクがある

例えば、牡蠣殻を撒くことによるカキ礁造成の影響は未知数
⽣態系への特定の種の添加（トラフグ⼈⼯種苗放流）や除去（エイ駆除）

 ⼲潟や藻場など本来の環境を守ること、多様な環境と⽣物のネットワークを意識

本資料の無断使用・転載はご遠慮下さい。




